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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ライブビューを伴った、オートフォーカスのピント調整値の変更が可能な変更モードを
有する撮像装置であって、
　表示部に被写体像を表示するライブビューを行う表示制御手段と、
　被写体の輝度を測光する測光手段と、
　ユーザが設定した電子シャッタ速度、絞り値、ＩＳＯ値を保存する保存手段と、
　ライブビュー開始の前に、前記変更モードへの移行指示の有無を判定し、
　前記変更モードへの移行指示がなければ、ユーザによって選択された撮影モードに応じ
て定められる電子シャッタ速度、絞り値、ＩＳＯ値に従ってライブビューを実行させ、
　前記変更モードへの移行指示があれば、前記保存手段に保存した電子シャッタ速度、絞
り値、ＩＳＯ値を用いずに、前記測光手段で測光した被写体の輝度に対応して電子シャッ
タ速度、絞り値、ＩＳＯ値を決定するプログラム線図でライブビューを実行させる制御手
段とを備えたことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記変更モードに移行した場合、ライブビュー画像として拡大した画
像を表示することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記変更モードに移行可能か否かを判定することを特徴とする請求項
１又は２に記載の撮像装置。
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【請求項４】
　前記制御手段は、レンズの開放絞り値が所定の基準よりも暗い場合、前記変更モードへ
の移行を規制することを特徴とする請求項３に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、オートフォーカス不可能なレンズが装着されている場合、前記変更モ
ードへの移行を規制することを特徴とする請求項３又は４に記載の撮像装置。
【請求項６】
　表示部に被写体像を表示するライブビューを伴った、オートフォーカスのピント調整値
の変更が可能な変更モードを有する撮像装置の制御方法であって、
　被写体の輝度を測光する測光手段と、ユーザが設定した電子シャッタ速度、絞り値、Ｉ
ＳＯ値を保存する保存手段とを用いて、
　ライブビュー開始の前に、前記変更モードへの移行指示の有無を判定し、
　前記変更モードへの移行指示がなければ、ユーザによって選択された撮影モードに応じ
て定められる電子シャッタ速度、絞り値、ＩＳＯ値に従ってライブビューを実行させ、
　前記変更モードへの移行指示があれば、前記保存手段に保存した電子シャッタ速度、絞
り値、ＩＳＯ値を用いずに、前記測光手段で測光した被写体の輝度に対応して電子シャッ
タ速度、絞り値、ＩＳＯ値を決定するプログラム線図でライブビューを実行させる手順を
有することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項７】
　表示部に被写体像を表示するライブビューを伴った、オートフォーカスのピント調整値
の変更が可能な変更モードを有する撮像装置を制御するためのプログラムであって、
　被写体の輝度を測光する測光手段と、ユーザが設定した電子シャッタ速度、絞り値、Ｉ
ＳＯ値を保存する保存手段とを用いて、
　ライブビュー開始の前に、前記変更モードへの移行指示の有無を判定し、
　前記変更モードへの移行指示がなければ、ユーザによって選択された撮影モードに応じ
て定められる電子シャッタ速度、絞り値、ＩＳＯ値に従ってライブビューを実行させ、
　前記変更モードへの移行指示があれば、前記保存手段に保存した電子シャッタ速度、絞
り値、ＩＳＯ値を用いずに、前記測光手段で測光した被写体の輝度に対応して電子シャッ
タ速度、絞り値、ＩＳＯ値を決定するプログラム線図でライブビューを実行させる処理を
コンピュータに実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示部に被写体像を表示するライブビュー機能を有する撮像装置、撮像装置
の制御方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、電子スチルカメラには撮影に必要な様々な設定値があり、撮影環境や装着レンズ
に応じて、それらの設定値を変更する必要がある。また、設定値を変更する場合には、設
定値を変更しながら、その変更による効果がユーザに分かるようにすることが望まれる。
特にＡＦキャリブレーション設定、すなわちオートフォーカス時のピントの微妙なずれを
補正するピント調整値の変更を行う場合は、その変更の過程を見ながらでないと変更が行
いにくい。そこで、変更の効果がユーザに分かるようにするために、設定開始と同時にラ
イブビューを開始する機種が存在している。例えば特許文献２には、ＡＦキャリブレーシ
ョン撮影シーケンスにおいて、レリーズスイッチ１が押されたならば、位相差ＡＦによる
レンズ駆動を行い、ライブビュー表示の開始を行い、イメージャＡＦ（コントラストＡＦ
）によるレンズ駆動を行う構成が開示されている（［００９４］等を参照のこと）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
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【特許文献１】特開２００５－２６０７３３号公報
【特許文献２】特開２００７－２８６４３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　設定開始と同時にライブビューを開始した場合、ライブビューのスルー画像は、ユーザ
が設定したＴｖ値、Ａｖ値、ＩＳＯ値に従って表示されるため、外的環境によっては最適
なライブビューが始まらないことがある。そのときは、まず最適なライブビューになるよ
うにＴｖ値、Ａｖ値、ＩＳＯ値をユーザ自身が設定しなければならなくなり、煩わしい上
、その時点においてユーザが設定しているＴｖ値、Ａｖ値、ＩＳＯ値を変更しなければな
らなくなる。
【０００５】
　特許文献１では、レリーズボタンが操作されていない押圧解除状態では、フリッカの発
生を防止する電子シャッタ速度が低輝度域で用いられる第１のプログラム線図に基づいて
、被写体輝度に対して決まる電子シャッタ速度、絞り及び撮影感度を設定し、半押し維持
状態では、レリーズボタンの半押し操作に応答して決定される静止画撮影用の絞りに設定
し、絞り優先式の第２のプログラム線図に前記静止画撮影用の絞りを適用して、被写体輝
度に対して決まる電子シャッタ速度及び撮影感度を設定する構成が開示されている。しか
しながら、その場合は逆にレリーズボタンを半押ししない限り、ユーザが設定したＴｖ値
、Ａｖ値、ＩＳＯ値を反映した画像が表示されないため、通常撮影時において課題が発生
し、やはり煩わしさは解消されない。
【０００６】
　本発明は上記のような点に鑑みてなされたものであり、設定値の変更を簡易に視覚的に
分かりやすく行えるようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の撮像装置は、ライブビューを伴った、オートフォーカスのピント調整値の変更
が可能な変更モードを有する撮像装置であって、表示部に被写体像を表示するライブビュ
ーを行う表示制御手段と、被写体の輝度を測光する測光手段と、ユーザが設定した電子シ
ャッタ速度、絞り値、ＩＳＯ値を保存する保存手段と、ライブビュー開始の前に、前記変
更モードへの移行指示の有無を判定し、前記変更モードへの移行指示がなければ、ユーザ
によって選択された撮影モードに応じて定められる電子シャッタ速度、絞り値、ＩＳＯ値
に従ってライブビューを実行させ、前記変更モードへの移行指示があれば、前記保存手段
に保存した電子シャッタ速度、絞り値、ＩＳＯ値を用いずに、前記測光手段で測光した被
写体の輝度に対応して電子シャッタ速度、絞り値、ＩＳＯ値を決定するプログラム線図で
ライブビューを実行させる制御手段とを備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、例えばオートフォーカスのピント調整値の変更時に、ユーザが設定し
た電子シャッタ速度、絞り値、ＩＳＯ値を変更することなく、その変更に適したライブビ
ューを表示し、設定値の変更を簡易に視覚的に分かりやすく行えるようになる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施形態に係る電子スチルカメラの構成例を示すブロック図である。
【図２】本発明の実施形態に係る電子スチルカメラの外観図である。
【図３】本発明の実施形態に係る電子スチルカメラの処理動作を示すフローチャートであ
る。
【図４】被写体の輝度から露出量を決定するプログラム線図の例を示す図である。
【図５】図３のフローチャートのライブビューの開始処理を示すフローチャートである。
【図６】ライブビュー表示の例を示す図であり、（ａ）が通常時のライブビュー表示を示
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す図、（ｂ）が拡大時のライブビュー表示を示す図である。
【図７】図３のフローチャートのライブビューを使用するＡＦピント調整値の変更が可能
か否かの判定処理を示すフローチャートである。
【図８】ＧＵＩ画面の例を示す図であり、（ａ）がライブビューを使用するＡＦピント調
整値の変更、及び、ライブビューを使用しないＡＦピント調整値の変更が選択可能なＧＵ
Ｉ画面を示す図、（ｂ）はＡＦピント調整値の変更が選択不可能なＧＵＩ画面を示す図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、添付図面を参照して、本発明の好適な実施形態について説明する。
　図１、図２を参照して、本発明の実施形態に係るライブビュー機能を有する電子スチル
カメラの構成を説明する。図１は、本発明の実施形態に係る電子スチルカメラの構成例を
示すブロック図である。２００はカメラ本体、１００はレンズユニットである。なお、レ
ンズユニット１００のレンズ５は通常、複数枚のレンズから構成されるが、ここでは簡略
して一枚のレンズのみで示している。
【００１１】
　６はレンズユニット１００がカメラ本体２００側と通信を行うための通信端子であり、
１０はカメラ本体２００がレンズユニット１００側と通信を行うための通信端子である。
レンズユニット１００は、この通信端子６、１０を介してカメラ本体２００のマイクロコ
ンピュータ３９と通信する。これにより、内部のレンズシステム制御回路４によって絞り
駆動回路２を介して絞り１の制御を行い、ＡＦ駆動回路３を介してレンズ５の位置を変位
させることで焦点を合わせる。
【００１２】
　カメラ本体２００において、１１はＡＦセンサであり、マイクロコンピュータ３９にデ
フォーカス量を出力し、マイクロコンピュータ３９はそれに基づいてレンズユニット１０
０を制御する。１５はＡＥセンサであり、レンズユニット１００を通した被写体の輝度を
測光する。１２はクイックリターンミラーであり、露光の際にマイクロコンピュータ３９
から指示されて、不図示のアクチュエータによりアップダウンされる。１３はフォーカシ
ングスクリーン、１４はペンタプリズム、１６はファイダである。撮影者は、ペンタプリ
ズム１４とファインダ１６を介して、フォーカシングスクリーン１３を観察することで、
レンズユニット１００を通して得た被写体の光学像の焦点や構図の確認が可能となる。
【００１３】
　１７はフォーカルプレーンシャッタであり、マイクロコンピュータ３９の制御で撮像素
子２０の露光時間を自由に制御できる。１８は光学フィルタであり、一般的にローパスフ
ィルタ等から構成され、フォーカルプレーンシャッタ１７より入ってくる光の高周波成分
をカットして、撮像素子２０に被写体像を導光する。１９は光学フィルタ１８に接続され
ている圧電素子である。２０は撮像素子であり、一般的にＣＣＤやＣＭＯＳ等の撮像素子
が用いられ、レンズユニット１００を通して撮像素子２０上に結像された被写体象を光電
変換して電気信号として取り込む。
【００１４】
　２１はアンプ回路であり、取り込まれた電気信号に対して、設定されている撮影感度に
応じたゲインで撮影信号を増幅する。２２はＡ／Ｄ変換回路であり、撮像素子２０によっ
て電気信号に変換されたアナログ信号をデジタル信号に変換する。２３は画像処理回路、
２４は液晶駆動回路、２５は液晶表示部である。画像処理回路２３は、Ａ／Ｄ変換回路２
２によってデジタル信号に変換された画像データに対して、フィルタ処理、色変換処理、
ガンマー／ニー処理を行い、メモリコントローラ２７に出力する。また、画像処理回路２
３は、Ｄ／Ａ変換回路も内蔵しており、Ａ／Ｄ変換回路２２によってデジタル信号に変換
された画像データやメモリコントローラ２７により入力される画像データをアナログ信号
に変換して液晶駆動回路２４を介して液晶表示部２５に出力することも可能である。これ
らの画像処理回路２３による画像処理及び表示処理は、マイクロコンピュータ３９により
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切り替えられる。また、マイクロコンピュータ３９は、撮影画像のカラーバランス情報を
もとにホワイトバランス調整を行う。
【００１５】
　２６はバッファメモリ、２７はメモリコントローラ、２８はメモリ、２９は外部インタ
フェースである。メモリコントローラ２７は、画像処理回路２３から入力された未処理の
画像データをバッファメモリ２６に格納する。また、画像処理済みの画像データをメモリ
２８に格納したり、逆にバッファメモリ２６やメモリ２８から画像データを取り込んで画
像処理回路２３に出力したりする。また、メモリコントローラ２７は、ＵＳＢ（Universa
l Serial Bus）、ＩＥＥＥ（Institute of Electrical and Electronics Engineers）や
ＨＤＭＩ（High-Definition Multimedia Interface）等の外部インタフェース２９を介し
て送られてくる画像データをメモリ２８に格納したり、逆にメモリ２８に格納されている
画像データを外部インタフェース２９を介して外部に出力したりすることも可能である。
また、メモリ２８は、着脱可能な様態でもよく、例えばコンパクトフラッシュ（登録商標
）を用いることができる。
【００１６】
　３２はタイミング制御回路であり、この回路を介してマイクロコンピュータ３９は、撮
像素子２０の駆動タイミングを制御する。３０はＡＣ電源部、３１は２次電池部、３３は
電源種類検知回路、３４は電源状態検知回路、３５は電源制御回路である。電力はＡＣ電
源部３０、もしくは２次電池部３１より供給され、マイクロコンピュータ３９から指示を
受けて電源制御回路３５が電源のオン／オフを行う。また、電源制御回路３５は、電源状
態検知回路３４により検知された現在の電源状態の情報や電源種類検知回路３３により検
知された現在の電源の種類の情報をマイクロコンピュータ３９に通知することも行う。
【００１７】
　３６はシャッタ制御回路であり、この回路を介してマイクロコンピュータ３９はフォー
カルプレーンシャッタ１７を制御する。３７は光学フィルタ振動制御回路であり、この回
路を介してマイクロコンピュータ３９は光学フィルタ１８に接続されている圧電素子１９
を振動させる。振動の振幅、振動時間、振動の軸方向をそれぞれ所定の値で圧電素子を振
動させるように、マイクロコンピュータ３９の指示に従い振動させる。３８は不揮発性メ
モリ（ＥＥＰＲＯＭ）であり、ユーザが任意に設定したシャッタ速度、絞り値、撮影感度
等の設定値やデータをカメラに電源が入れられていない状態でも、保存することができる
。
【００１８】
　図２は、本発明の実施形態に係る電子スチルカメラの外観図であり、カメラ本体２００
にレンズユニット１００が装着された状態を示す。図１と共通する構成要素には同じ符号
を付している。２０１はレリーズ釦であり、このレリーズ釦２０１を半押しすることで被
写体の輝度の測定や合焦を行い、全押しすることでシャッタが切られ画像の撮影が行われ
る。
【００１９】
　２０２はカメラのモードの設定を行うためのモードダイヤルであり、このモードダイヤ
ル２０２を回すことでスポーツモード、風景モード等のモードの設定を行うことができる
。２０３は電子ダイヤルであり、この電子ダイヤル２０３を回すことでシャッタ速度や絞
り等の設定値の設定を行うことができる。
【００２０】
　２０４は十字キー及び選択釦である。液晶表示部２５に表示されている設定内容、サム
ネイル画像等の選択を行う際、釦２０４ａを押下することにより、左右方向に選択範囲が
動き、釦２０４ｂを押下することにより、上下方向に選択範囲が動く。また、選択された
箇所で釦２０４ｃを押下することにより、選択した内容を設定したり、動画記録を開始し
たりすることが可能になる。
【００２１】
　２０５は電源スイッチであり、この電源スイッチ２０５を回すことで電源のオン及びオ
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フを行うことができる。２０６は各種設定を行うためのスイッチ群である。これらのスイ
ッチ群２０６には、カメラ内外の記録媒体に保存されている画像を液晶表示部２５に表示
させる再生指示釦や、各種設定画面を液晶表示部２５に表示させるための設定画面表示指
示釦等がある。ユーザはこれらのスイッチを押下することで各種設定を行うための画面を
表示させたり、撮影画像を表示させて確認を行ったりすること等が可能となる。２０７は
ライブビュー動作開始釦であり、このライブビュー動作開始釦２０７を押下することでラ
イブビュー状態に遷移させることが可能になる。
【００２２】
　以下、本実施形態に係る電子スチルカメラによる、ライブビュー動作開始釦２０７を押
下したときと、オートフォーカスのピント調整値（以下、ＡＦピント調整値と称する）の
変更指示があったときの処理について説明する。図３は、マイクロコンピュータ３９が実
行する処理の流れを示すフローチャートである。
【００２３】
　まずステップＳ１０で、マイクロコンピュータ３９は、ライブビュー動作開始釦２０７
が押下されているか否かの判定を行い、押下されているならばステップＳ１４に移行し、
押下されていないならばステップＳ１１に移行する。
【００２４】
　ステップＳ１１で、マイクロコンピュータ３９は、ライブビューを使用するＡＦピント
調整値の変更が可能か否か、すなわちライブビューを伴ったＡＦピント調整値の変更が可
能な変更モードに移行可能が否かの判定を行う。ステップＳ１１についての詳細は後述す
る。ステップＳ１２で、マイクロコンピュータ３９は、ライブビューを使用するＡＦピン
ト調整値の変更指示があるか否かの判定を行い、変更指示があるならばステップＳ１３に
移行し、変更指示が無いならば本処理を終了する。ステップＳ１３で、マイクロコンピュ
ータ３９は、ライブビューを使用するＡＦピント調整値の変更指示があったことの情報を
不揮発性メモリ３８に格納し、その後ステップＳ１４に移行する。
【００２５】
　ステップＳ１４で、マイクロコンピュータ３９は、ステップＳ１３において格納した情
報に基づいて、ＡＦピント調整値の変更を開始するか否かの判定を行い、開始するならば
ステップＳ１６に移行し、開始しないのであればステップＳ１５に移行する。
【００２６】
　ステップＳ１５で、マイクロコンピュータ３９は、現在の撮影モードがマニュアルモー
ドであるか否かの判定を行い、マニュアルモードであればステップＳ１８に移行し、マニ
ュアルモードでなければステップＳ１６に移行する。
【００２７】
　ステップＳ１６で、マイクロコンピュータ３９は、ＡＥセンサ１５より被写体の輝度を
取得する。ステップＳ１７で、マイクロコンピュータ３９は、ステップＳ１６において取
得された被写体の輝度に対応してプログラム線図に沿ったＴｖ値（電子シャッタ速度）、
Ａｖ値（絞り値）、ＩＳＯ値（撮影感度）を設定する。
【００２８】
　ここで、被写体の輝度から露出量を決定するプログラム線図について、図４を参照して
説明する。図４は、ユーザが設定した設定値によらずに、適切な露出量となるようなＴｖ
値、Ａｖ値、ＩＳＯ値を取得するためのプログラム線図である。ライブビュー画像を表示
するフレームレートは３０ｆｐｓとしている。このため、Ｔｖ値が１／３０秒以上の低速
秒時の場合は、ＩＳＯ値を上げることで適切な露出量が得られるようにする。このプログ
ラム線図が選択された場合、ユーザが任意に設定している設定値は用いずに、被写体の輝
度とプログラム線図からＴｖ値、Ａｖ値、ＩＳＯ値が設定される。例えばユーザが設定し
ていたＡｖ値がＡＶ５．６、被写体の輝度がＥＶ５であった場合、Ｔｖ値は１／３０（秒
）、Ａｖ値は２．０、ＩＳＯ値は４００とすることで、適切な露出量の画像を得ることが
できる。
【００２９】
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　一方、ステップＳ１８で、マイクロコンピュータ３９は、ユーザが設定したＴｖ値、Ａ
ｖ値、ＩＳＯ値を不揮発性メモリ３８から読み込む。
【００３０】
　そして、ステップＳ１９で、マイクロコンピュータ３９は、ステップＳ１７、Ｓ１８に
おいて取得されたＴｖ値、Ａｖ値、ＩＳＯ値に基づいてライブビューの開始処理を行う。
【００３１】
　以上のように、ライブビューを使用するＡＦピント調整値の変更指示があった場合、被
写体の輝度から露出量を決定するプログラム線図に基づいてＴｖ値、Ａｖ値、ＩＳＯ値を
決定してライブビューを実行させる。また、ライブビューの開始操作があり、ライブビュ
ーを使用するＡＦピント調整値の変更指示がなかった場合で、マニュアルモードでないと
きにも、被写体の輝度から露出量を決定するプログラム線図に基づいてＴｖ値、Ａｖ値、
ＩＳＯ値を決定してライブビューを実行させる。それに対して、ライブビューの開始操作
があり、ライブビューを使用するＡＦピント調整値の変更指示がなかった場合で、マニュ
アルモードであるときは、ユーザが設定したＴｖ値、Ａｖ値、ＩＳＯ値を用いてライブビ
ューを実行させる。
【００３２】
　次に、図５を参照して、ステップＳ１９のライブビューの開始処理について詳細に説明
する。ステップＳ１００では、クイックリターンミラー１２をアップさせる。ステップＳ
１０１では、ステップＳ１７又はステップＳ１８において設定されたＡｖ値をマイクロコ
ンピュータ３９より通信端子６、１０を介してレンズシステム制御回路４に送信し、絞り
駆動回路２を介して絞り１を絞り込ませる。ステップＳ１０２では、フォーカルプレーン
シャッタ１７を開く。ステップＳ１０３では、ステップＳ１７又はステップＳ１８におい
て設定されたＴｖに基づいて、タイミング制御回路３２を介して撮像素子２０の駆動タイ
ミングを制御する。また、アンプ回路２１を介してステップＳ１７又はステップＳ１８に
おいて設定されたＩＳＯ値に応じたゲインで撮影信号を増幅し、Ａ／Ｄ変換回路２２を介
してデジタル信号に変換し、画像処理回路２３を介して画像データをバッファメモリ２６
に取り込む。
【００３３】
　ステップＳ１０４では、ステップＳ１３において格納した情報に基づいて、ＡＦピント
調整値の変更指示がなければステップＳ１０５に進み、あればステップＳ１０６に進む。
ステップＳ１０５では、バッファメモリ２６に取り込まれた画像データをメモリコントロ
ーラ２７を介してアナログ信号に変換して、液晶駆動回路２４を介して液晶表示部２５に
出力する。このときは、図６（ａ）に示すように、通常のライブビュー表示となる。それ
に対して、ステップＳ１０６では、バッファメモリ２６に取り込まれた画像データを画像
処理回路２３を介して拡大処理し、メモリコントローラ２７を介してアナログ信号に変換
して、液晶駆動回路２４を介して液晶表示部２５に出力する。このときは、図６（ｂ）に
示すように、拡大されたライブビュー表示となる。
【００３４】
　次に、図７を参照して、ステップＳ１１のライブビューを使用するＡＦピント調整値の
変更が可能か否かの判定処理について詳細に説明する。ステップＳ２００で、通信端子１
０を介して、現在装着されているレンズユニット１００の情報を取得する。ここで取得す
る情報は、少なくとも、そのレンズ固有のＩＤナンバー、名称、開放絞り値であるとする
。
【００３５】
　ステップＳ２０１では、ステップＳ２００において取得したレンズのＩＤナンバー又は
名称からＡＦ可能なレンズか否かの判定を行う。その結果、ＡＦ可能なレンズであればス
テップＳ２０２に進み、ＡＦ不可能なレンズであればステップＳ２０４に進む。
【００３６】
　ステップＳ２０２では、ステップＳ２００において取得したレンズの開放絞り値が所定
の閾値よりも明るいか否かの判定を行う。その結果、所定の基準よりも明るければ（すな
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ば（すなわち、所定の閾値よりも大きければ）ステップＳ２０４に進む。
【００３７】
　ステップＳ２０３では、ライブビューを使用するＡＦピント調整値の変更が可能である
として、図８（ａ）に示すように、ライブビューを使用するＡＦピント調整値の変更を行
うか、ライブビューを使用しないＡＦピント調整値の変更を行うかの選択を促すＧＵＩ画
面を表示する。図８（ａ）には、ライブビューを使用するＡＦピント調整値の選択部が選
択された状態を示す。図３のステップＳ１２で、ユーザがライブビューを使用するＡＦピ
ント調整値の選択部を選択することで、ライブビューを使用するＡＦピント調整値の変更
指示が出される。
【００３８】
　それに対して、ステップＳ２０４では、ＡＦピント調整値の変更が不可能であるとして
、図８（ｂ）に示すように、ＡＦピント調整値の選択部をグレーアウトするようなＧＵＩ
画面を表示する。
【００３９】
　以上のように制御することで、ＡＦピント調整値の変更を行う際のライブビュー表示は
、ユーザの設定によらず、常に適したものとなって、且つ拡大画像を表示することが可能
となる。これにより、ＡＦピント調整値の変更を行う際に、自らの設定値を設定し直すこ
ともなく、またピント確認のために、拡大操作をユーザ自身がする手間も無くなり、簡易
に視覚的に分かりやすく、ＡＦピントの調整を行うことができるようになる。
【００４０】
　また、オートフォーカス機能が無いか若しくは、不可能なレンズ群に対して、ライブビ
ューを使用するＡＦピント調整の変更を防止することを可能にし、不要な調整値が入るこ
とを防ぎ、また、ライブビューによる電力の消費低減も図ることが可能となる。
【００４１】
　以上、本発明の好ましい実施形態について説明したが、本発明はこれらの実施形態に限
定されず、その要旨の範囲内で種々の変形及び変更が可能である。
（その他の実施形態）
　また、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。すなわち、上述し
た実施形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶
媒体を介してシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（又
はＣＰＵやＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。
【符号の説明】
【００４２】
　１：絞り、２：絞り駆動回路、３：ＡＦ駆動回路、４：レンズシステム制御回路、５：
レンズ、６：レンズ側通信部、１０：カメラ側通信部、１１：ＡＦセンサ、１２：クイッ
クリターンミラー、１３：フォーカシングスクリーン、１４：ペンタプリズム、１５：Ａ
Ｅセンサ、１６：ファインダ、１７：フォーカルプレーンシャッタ、１８：光学フィルタ
、１９：圧電素子、２０：撮像素子、２１：アンプ回路、２２：Ａ／Ｄ変換回路、２３：
画像処理回路、２４：液晶駆動回路、２５：液晶表示部、２６：バッファメモリ、２７：
メモリコントローラ、２８：外部メモリ、２９：外部インタフェース、３０：ＡＣ電源部
、３１：２次電池部、３２：タイミング制御回路、３３：電源種類検知回路、３４：電源
状態検知回路、３５：電源制御回路、３６：シャッタ制御回路、３７：光学フィルタ振動
制御回路。３８：不揮発性メモリ、３９：マイクロコンピュータ、１００：レンズユニッ
ト、２００：カメラ本体、２０１：レリーズ釦、２０２：モードダイヤル、２０３：電子
ダイヤル、２０４：十字キー及び選択釦、２０５：電源スイッチ、２０６：スイッチ群、
２０７：ライブビュー動作開始釦
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